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両性花である。筒状の葯に詰まった花粉は，風によるちょっ
とした振動により葯の内側が裂けることで放出され，これに
より，高い確率で自殖する。風のない温室内においては，授
粉処理にかかる労力を軽減するために，トマトの花粉の放出
を助けることを目的としてマルハナバチを放飼することがあ
る。マルハナバチは花粉を集める際に花を振動させるため，
これによって自殖が促進される（これを振動授粉と言う）。
マルハナバチが，1 回ないしは 2 回訪花することで，ほぼ確
実に受粉する。

とはいえ，トマトは自殖するだけの植物ではない。実際，
野外では，昆虫の媒介により，他殖する場合もある。トマト
は花蜜を生産しないため，蜜を餌とするミツバチなどの昆虫
を誘引することはできないが，マルハナバチやクマバチなど，
主に花粉を餌とする昆虫を送粉者として利用している（Rick 
1950）。中でも特にマルハナバチは，認知能力，学習能力，
送粉効率の高さといった点から優れた送粉者であると考えら
れている。トマトの花を観察してみると，花は横向き〜下向
きに開き，形は左右相称，そして，柱頭や葯は花の外に大き
く突き出ておらず（図 -1），無臭である。これらはハチ媒花
に典型的な特徴である。また，トマトの花は，人の目には黄
色一色に見えるが，実は，柱頭や葯，花冠裂片の筋の部分が
紫外線を吸収するため，これらの部分は昆虫の眼にははっき
りとしたコントラストとして認識される。ハナバチはこのよ
うなコントラストを目印として，花を見つけているのだ。

また，花の表現形質に多少の違いはあれど，同じナス科野
菜であるナスやピーマン，トウガラシ（C. annuum L.）にお
いても，ハチ媒花に典型的な送粉シンドロームが見られ（図
-2，3），実際にハチ類によって送粉されることが報告されて

いる（Raw 2000）。特に，トウガラシでは，マルハナバチ以
外にも， 8 つの属にまたがる多様なハチ類が送粉に寄与して
いることが明らかとなっており（Raw 2000），多種多様な送
粉者を利用することで送粉の確実性を上げているものと考え
られる。このように，花と送粉者の間には特別な関係が見ら
れ，これまでの植物の進化の歴史を感じ取ることができる。

野菜の花を観察する際，どのような交配様式を持っている
のかを考えるとより一層面白くなるかもしれない。

文献
Cr epet, W.L. 1984. Annals of the Missouri Botanical Garden. 71. 

607-630.
Do dd, M. E., Silvertown J. & M. W. Chase. 1999. Evolution. 53. 

732-744.
El tayeb, E. A. & J. G. Roddick. 1984. Journal of Experimental 

Botany. 151. 252-260.
Fe nster, C.B. et al. 2004. Annual Review of Ecology, Evolution, 

and Systematics. 35. 375-403.
Fr iedman, M. 2002. Journal of Agricultural and Food Chemistry. 

50. 5751-5780.
Ge ntilcore, D. 2010. Columbia University Press.
Jenkins, J. A. 1948. Economic Botany. 2. 379-392.
Jones, D.F. 1916. Science. 43. 509-510.
Ko zukue, N. and M. Friedman. 2003. Journal of Science of Food 

and Agriculture. 83. 195-200.
We hner, T.C. 1999. The genetics and exploitation of heterosis in 

Crops. 387-397.
Pe ralta, I.E. and D.M. Spooner 2007. Missouri Botanical Garden 

Press. 227-257.
Peralta, et al. 2008. Systematic Botany Monographs 84. 1-186.
Raw, A. 2000. Annals of Botany. 85: 487-492.
Rick, C. M. 1950. Evolution. 4. 110-122.
Va mosi, J.C. and S. M. Vamosi. 2010. Ecology Letters. 13. 1270-

1279.
杉山信男   2017. 『トマトをめぐる知の探検』
古井博康ら 1997. Nippon Nogeikagaku kaishi. 71. 777-782.

図 -1　‌左図はトマト（S.‌lycopersicum）の花
柱頭と葯は近い位置にあり，自身の花粉が付着しやすい構造となって
おり，自家和合性である。一方，右下の写真はトマトの近縁種である
Solanum‌peruvianum‌L. である。基本的な花の構造はトマトに類似
しているが，S.‌peruvianum は自家不和合性であるため，自殖を避け
るために，柱頭が大きく突き出ている。
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図-2. ナス（Solanum melongena L.）の花。自家和合性。 
 

図-3. ピーマン（Capsicum annuum L.）の花。自家和合性。 
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2019年度春夏作芝関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HAT-611 粒 
メコプロップPカリウム
塩:1.0% 
DBN:1.0% 

[保土谷アグロテック] 

ノシバ 一年生雑草発生前，家庭用 実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作;(コウライシバ)一年生雑草] 
・芝生育期，雑草発生前 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作;(コウライシバ)一年生雑草，多年生広葉
雑草] 
・芝生育期，雑草発生初期 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理(全面) 

継) 
・効果，薬害の確認(ノシバ) 
・発生初期処理でのスギナに対する効果の確認 
(コウライシバ) 

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ) 
・連用試験での確認(コウライシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ)
・緑化木への影響の確認 

ノシバ 一年生雑草・多年生広葉雑草発生初
期，家庭用 

2.HPW-106 フロアブル 
エトベンザニド:35% 

[保土谷UPL] 

バーミュ
ーダグラ
ス 

メヒシバ発生前，グリーン管理 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(ベントグラス)メヒシバ] 
・芝生育期，メヒシバ発生前～発生初期
・1～2mL<100−300mL>/㎡
・茎葉兼土壌処理(全面)

[春夏作;(コウライシバ)一年生イネ科雑草] 
・芝生育期，雑草発生前～発生初期
・1～2mL<100−200mL>/㎡
・茎葉兼土壌処理(全面)

注) 
・グリーンおよびグリーンと同様の管理条件のコ
ウライシバで使用可

※3回処理にて効果および芝(ベントグラス)に対
する安全性が確認された

継) 
・効果，薬害の確認(バーミューダグラス) 
・倍量試験での確認(コウライシバ，ベントグラス) 
・連用試験の確認(コウライシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ベントグラス) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ，ベントグラス) 
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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

3.HPW-115 顆粒水溶 
アシュラム:82% 

[保土谷UPL] 

コウライシバ スズメノヒエ類生育期 継 継) 
・効果，薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 

4.MAH-1802 フロアブル
ペンディメタリン:400g/L 

[アダマ・ジャパン] 

コウライ
シバ 

一年生雑草(キク科除く)発生前 継 継) 
・効果，薬害の確認(コウライシバ) 

5.MBH-146 顆粒水和 
オキサジクロメホン:48% 

[丸和バイオケミカル] 

バーミュ
ーダグラ
ス 

一年生イネ科雑草発生前 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ，ノシバ)一年生イネ科
雑草] 

・芝生育期，雑草発生前 
・0.075～0.125g<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

継) 
・効果，薬害の確認(バーミューダグラス) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用試験の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

6.SB-201 乳 
メチオゾリン:25% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック]  

コウライ
シバ 

一年生イネ科雑草(メヒシバ)発生前， 
水量600mL拡大 

実・継 実)[春夏作;(コウライシバ)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回0.2
～0.3mL<200-300mL>/㎡0.3～
0.4mL<200-600mL>/㎡

・土壌処理(全面) 
注)薬量0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回処理の散布間隔
は1ヶ月程度を目安とする｡ 

 [春夏作;(ベントグラス)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.3～0.4mL<200-300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

[春夏作;(ベントグラス)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2mL<200-300mL>/㎡ 2回 
・土壌処理(全面) 
注)散布間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

[春夏作;(ベントグラス)スズメノカタビラ] 
・芝生育期，雑草生育期 
・0.2～0.3mL<200-300mL>/㎡ 2回 
・0.4mL<200-300mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理(全面) 
注)0.2～0.3mL<200-300mL>/㎡ 2回処理の散布
間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

[春夏作;(ケンタッキーブルーグラス)一年生イネ
科雑草] 

・芝生育期，雑草発生前 
・ 0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回
0.3～0.4mL<200-600mL>/㎡

・土壌処理(全面)
注)薬量0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回処理の散布
　間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

キーブル
ーグラス 

一年生イネ科雑草発生前， 
水量600mL拡大(0.2mL×2回) 

コウライシバ メリケンカルカヤ生育期 

ノシバ スズメノヒエ類生育期 

ノシバ メリケンカルカヤ生育期 

ケンタッ
キーブル
ーグラス 

一年生イネ科雑草発生前， 
水量600mL拡大(0.3，0.4mL) 

ケンタッ
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4.MAH-1802 フロアブル
ペンディメタリン:400g/L 

[アダマ・ジャパン] 

コウライ
シバ 

一年生雑草(キク科除く)発生前 継 継) 
・効果，薬害の確認(コウライシバ) 

5.MBH-146 顆粒水和 
オキサジクロメホン:48% 

[丸和バイオケミカル] 

バーミュ
ーダグラ
ス 

一年生イネ科雑草発生前 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ，ノシバ)一年生イネ科
雑草] 

・芝生育期，雑草発生前 
・0.075～0.125g<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

継) 
・効果，薬害の確認(バーミューダグラス) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用試験の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

6.SB-201 乳 
メチオゾリン:25% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック]  

コウライ
シバ 

一年生イネ科雑草(メヒシバ)発生前， 
水量600mL拡大 

実・継 実)[春夏作;(コウライシバ)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回0.2
～0.3mL<200-300mL>/㎡0.3～
0.4mL<200-600mL>/㎡

・土壌処理(全面) 
注)薬量0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回処理の散布間隔
は1ヶ月程度を目安とする｡ 

 [春夏作;(ベントグラス)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.3～0.4mL<200-300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

[春夏作;(ベントグラス)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2mL<200-300mL>/㎡ 2回 
・土壌処理(全面) 
注)散布間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

[春夏作;(ベントグラス)スズメノカタビラ] 
・芝生育期，雑草生育期 
・0.2～0.3mL<200-300mL>/㎡ 2回 
・0.4mL<200-300mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理(全面) 
注)0.2～0.3mL<200-300mL>/㎡ 2回処理の散布
間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

[春夏作;(ケンタッキーブルーグラス)一年生イネ
科雑草] 

・芝生育期，雑草発生前 
・ 0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回
0.3～0.4mL<200-600mL>/㎡

・土壌処理(全面)
注)薬量0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回処理の散布
　間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

キーブル
ーグラス 

一年生イネ科雑草発生前， 
水量600mL拡大(0.2mL×2回) 

コウライシバ メリケンカルカヤ生育期 

ノシバ スズメノヒエ類生育期 

ノシバ メリケンカルカヤ生育期 

ケンタッ
キーブル
ーグラス 

一年生イネ科雑草発生前， 
水量600mL拡大(0.3，0.4mL) 

ケンタッ

A. 除草剤

2 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

3.HPW-115 顆粒水溶 
アシュラム:82% 

[保土谷UPL] 

コウライシバ スズメノヒエ類生育期 継 継) 
・効果，薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 

4.MAH-1802 フロアブル
ペンディメタリン:400g/L 

[アダマ・ジャパン] 

コウライ
シバ 

一年生雑草(キク科除く)発生前 継 継) 
・効果，薬害の確認(コウライシバ) 

5.MBH-146 顆粒水和 
オキサジクロメホン:48% 

[丸和バイオケミカル] 

バーミュ
ーダグラ
ス 

一年生イネ科雑草発生前 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ，ノシバ)一年生イネ科
雑草] 

・芝生育期，雑草発生前 
・0.075～0.125g<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

継) 
・効果，薬害の確認(バーミューダグラス) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用試験の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

6.SB-201 乳 
メチオゾリン:25% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック]  

コウライ
シバ 

一年生イネ科雑草(メヒシバ)発生前， 
水量600mL拡大 

実・継 実)[春夏作;(コウライシバ)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回0.2
～0.3mL<200-300mL>/㎡0.3～
0.4mL<200-600mL>/㎡

・土壌処理(全面) 
注)薬量0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回処理の散布間隔
は1ヶ月程度を目安とする｡ 

 [春夏作;(ベントグラス)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.3～0.4mL<200-300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

[春夏作;(ベントグラス)メヒシバ] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2mL<200-300mL>/㎡ 2回 
・土壌処理(全面) 
注)散布間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

[春夏作;(ベントグラス)スズメノカタビラ] 
・芝生育期，雑草生育期 
・0.2～0.3mL<200-300mL>/㎡ 2回 
・0.4mL<200-300mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理(全面) 
注)0.2～0.3mL<200-300mL>/㎡ 2回処理の散布
間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

[春夏作;(ケンタッキーブルーグラス)一年生イネ
科雑草] 

・芝生育期，雑草発生前 
・ 0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回
0.3～0.4mL<200-600mL>/㎡

・土壌処理(全面)
注)薬量0.2mL<200-600mL>/㎡ 2回処理の散布
　間隔は1ヶ月程度を目安とする｡ 

キーブル
ーグラス 

一年生イネ科雑草発生前， 
水量600mL拡大(0.2mL×2回) 

コウライシバ メリケンカルカヤ生育期 

ノシバ スズメノヒエ類生育期 

ノシバ メリケンカルカヤ生育期 

ケンタッ
キーブル
ーグラス 

一年生イネ科雑草発生前， 
水量600mL拡大(0.3，0.4mL) 

ケンタッ
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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

継) 
・効果,薬害の年次変動の確認(コウライシバ，薬
量0.2mL<200−600mL>/㎡ 2回) 

・散布水量600mL/㎡での効果,薬害の年次変動の
　確認(ケンタッキーブルーグラス，薬量0.2mL/㎡ 2回) 
・散布水量600mL/㎡での効果，薬害の年次変動
の確認(コウライシバ，薬量0.3，0.4mL/㎡) 

・倍量薬害試験での確認 (ケンタッキーブルーグラス) 
・連用試験での確認(ベントグラス，ケンタッ
  キーブルーグラス) 

・実証試験での確認
(ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・高温期薬害の確認(ケンタッキーブルーグラス) 

7.SB-208 顆粒水和 
アミカルバゾン:70% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック] 

バーミュ
ーダグラ
ス 

広葉雑草発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作;(コウライシバ，ノシバ)一年生広葉雑草，
多年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生初期
・0.03～0.05g<100−200mL>/㎡
・茎葉兼土壌処理(全面)

注) 
・樹木に薬液が付着すると，影響の出る樹種がある

継) 
・効果，薬害の確認(バーミューダグラス) 
・倍量薬害での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 

8.SB-325 フロアブル 
テトラクロロイソフタロ
ニトリル(TPN):53% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック]  

ベントグ
ラス 

藻類発生初期，水量200mL拡大 実・継 

(従来通
り) 

実)  
[(コウライシバ，ベントグラス)藻類] 
・ 芝生育期，藻類発生前
・ 1～1.54mL<1000mL>/㎡
・土壌処理(全面)
・反復処理の場合は20日間隔

[(ベントグラス)藻類] 
・芝生育期，藻類発生初期
・2.0～3.0mL<500mL>/㎡ 3回
・土壌処理(全面)
注)散布間隔は2週間が目安

 [(ベントグラス)コケ類] 
・芝生育期，コケ類生育初期
・2.0～3.0mL<500mL>/㎡ 3回
・土壌処理(全面)
注)散布間隔は2週間が目安

継) 
・散布水量200mL/㎡での効果，薬害の確認(ベント
グラス，藻類発生初期薬量2.0mL/㎡ 1回，3回) 
・連用試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 
・高温期薬害の確認(ベントグラス) 

[エス・ディー・エス 
バイオテック] 

6.SB-201 乳
メチオゾリン:25%
つづき
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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

継) 
・効果,薬害の年次変動の確認(コウライシバ，薬
量0.2mL<200−600mL>/㎡ 2回) 

・散布水量600mL/㎡での効果,薬害の年次変動の
　確認(ケンタッキーブルーグラス，薬量0.2mL/㎡ 2回) 
・散布水量600mL/㎡での効果，薬害の年次変動
の確認(コウライシバ，薬量0.3，0.4mL/㎡) 

・倍量薬害試験での確認 (ケンタッキーブルーグラス) 
・連用試験での確認(ベントグラス，ケンタッ
  キーブルーグラス) 

・実証試験での確認
(ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・高温期薬害の確認(ケンタッキーブルーグラス) 

7.SB-208 顆粒水和 
アミカルバゾン:70% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック] 

バーミュ
ーダグラ
ス 

広葉雑草発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作;(コウライシバ，ノシバ)一年生広葉雑草，
多年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生初期
・0.03～0.05g<100−200mL>/㎡
・茎葉兼土壌処理(全面)

注) 
・樹木に薬液が付着すると，影響の出る樹種がある

継) 
・効果，薬害の確認(バーミューダグラス) 
・倍量薬害での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 

8.SB-325 フロアブル 
テトラクロロイソフタロ
ニトリル(TPN):53% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック]  

ベントグ
ラス 

藻類発生初期，水量200mL拡大 実・継 

(従来通
り) 

実)  
[(コウライシバ，ベントグラス)藻類] 
・ 芝生育期，藻類発生前
・ 1～1.54mL<1000mL>/㎡
・土壌処理(全面)
・反復処理の場合は20日間隔

[(ベントグラス)藻類] 
・芝生育期，藻類発生初期
・2.0～3.0mL<500mL>/㎡ 3回
・土壌処理(全面)
注)散布間隔は2週間が目安

 [(ベントグラス)コケ類] 
・芝生育期，コケ類生育初期
・2.0～3.0mL<500mL>/㎡ 3回
・土壌処理(全面)
注)散布間隔は2週間が目安

継) 
・散布水量200mL/㎡での効果，薬害の確認(ベント
グラス，藻類発生初期薬量2.0mL/㎡ 1回，3回) 
・連用試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 
・高温期薬害の確認(ベントグラス) 

[エス・ディー・エス 
バイオテック] 

6.SB-201 乳
メチオゾリン:25%
つづき
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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

9.SB-3651 顆粒水和 
チウラム:30% 
テトラクロロイソフタロ
ニトリル(TPN):50% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生前 実・継 実)  
[(コウライシバ)藻類] 
・芝生育期，藻類発生前 
・ 2g<500mL>/㎡ 3回
・土壌処理(全面)
注)散布間隔は2週間を目安とする

[(ベントグラス)藻類] 
・芝生育期，藻類発生前 
・ 2g<200～500mL>/㎡ 2～3回
・土壌処理(全面)
注) 散布間隔は2週間を目安とする

・芝生育期，藻類発生初期 
・ 2g<500mL>/㎡ 1～2回
・土壌処理(全面)
注) 散布間隔は2週間を目安とする

[(ベントグラス)コケ類] 
・芝生育期，コケ類類発生前 
・ 2g<500mL>/㎡ 1～2回
・土壌処理(全面)
注) 散布間隔は2週間を目安とする

継) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ベントグラス) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ベントグラス) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ) 

10.SW-989(L) 液 
エンドタール二カリウム
塩:2.11% 

[三井化学アグロ] 

ペレニア
ルライグ
ラス 

スズメノカタビラ生育期 実・継

(従来通
り) 

実)[春夏作;(ベントグラス)スズメノカタビラ ] 

 ・芝生育期，スズメノカタビラ生育期
・1～2mL<100mL>/㎡ 6回
・茎葉処理(全面)

注) 
・散布間隔は2週間が目安 
・一時的に変色する 

継) 
・効果，薬害の確認(ペレニアルライグラス) 

・3回処理でのスズメノカタビラに対する効果
の確認(ベントグラス)

・効果，薬害の確認(ケンタッキーブルーグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス)
・高温期薬害の確認(ベントグラス)

5 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.TH-913H4 フロアブル 
イマゾスルフロン;40% 

[住友化学] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2～0.4mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作; (コウライシバ)チドメグサ類] 
・芝生育期，雑草発生初期 
・0.2mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作;(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス，

  ケンタッキーブルーグラス)一年生広葉雑草，
ヒメクグ]

・芝生育期，雑草発生初期(3葉期まで)
・0.1～0.2mL<200−300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・コケ類に対する効果の確認(ベントグラス) 
・多年生広葉雑草に対する効果の確認
　(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス) 
・発生前処理での効果，薬害の確認(ノシバ) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ，
　ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)
・実証試験での確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・萌芽期薬害の確認　(コウライシバ，ノシバ)
・高温期薬害の確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・緑化木への影響の確認

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BYF-1502 顆粒水和 
ホセチル:60% 

[バイエルクロップサイ
エンス] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの根の伸長および発根
促進 

実・継 実) 
[春夏作:(ベントグラス)根の伸長および発根促進] 
・芝生育期 
・1.0～1.25g<100−200mL>/㎡ 3回 
散布間隔は2週間を目安 

・茎葉兼土壌処理 

継) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 

2.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 

[石原産業 
*石原バイオサイエンス] 

日 本 芝
(コウラ
イシバ)

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作:(コウライシバ，ノシバ)チガヤの草丈伸
長抑制] 
・芝生育期，チガヤ生育期 
・0.1～0.15mL<100−200mL>/㎡  
・茎葉処理 

継) 
・刈込軽減効果の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・チガヤに対する草丈伸長抑制効果の確認 
 (バーミューダグラス) 

・チガヤ以外(スズメノヒエ類,ハルガヤ等)の多
年生イネ科雑草に対する効果の確認(コウライ
シバ，ノシバ)

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

日 本 芝
(ノシバ) 

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

日 本 芝
(ノシバ) 

スズメノヒエ類の草丈伸長抑制効果 

日 本 芝
(ノシバ) 

ハルガヤの草丈伸長抑制効果 

バミュー
ダグラス

多年生イネ科雑草(チガヤ)の草丈伸
長抑制効果 
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A. 除草剤

4 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

9.SB-3651 顆粒水和 
チウラム:30% 
テトラクロロイソフタロ
ニトリル(TPN):50% 

[エス・ディー・エス 
バイオテック] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生前 実・継 実)  
[(コウライシバ)藻類] 
・芝生育期，藻類発生前 
・ 2g<500mL>/㎡ 3回
・土壌処理(全面)
注)散布間隔は2週間を目安とする

[(ベントグラス)藻類] 
・芝生育期，藻類発生前 
・ 2g<200～500mL>/㎡ 2～3回
・土壌処理(全面)
注) 散布間隔は2週間を目安とする

・芝生育期，藻類発生初期 
・ 2g<500mL>/㎡ 1～2回
・土壌処理(全面)
注) 散布間隔は2週間を目安とする

[(ベントグラス)コケ類] 
・芝生育期，コケ類類発生前 
・ 2g<500mL>/㎡ 1～2回
・土壌処理(全面)
注) 散布間隔は2週間を目安とする

継) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ベントグラス) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ベントグラス) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ) 

10.SW-989(L) 液 
エンドタール二カリウム
塩:2.11% 

[三井化学アグロ] 

ペレニア
ルライグ
ラス 

スズメノカタビラ生育期 実・継

(従来通
り) 

実)[春夏作;(ベントグラス)スズメノカタビラ ] 

 ・芝生育期，スズメノカタビラ生育期
・1～2mL<100mL>/㎡ 6回
・茎葉処理(全面)

注) 
・散布間隔は2週間が目安 
・一時的に変色する 

継) 
・効果，薬害の確認(ペレニアルライグラス) 

・3回処理でのスズメノカタビラに対する効果
の確認(ベントグラス)

・効果，薬害の確認(ケンタッキーブルーグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス)
・高温期薬害の確認(ベントグラス)

5 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.TH-913H4 フロアブル 
イマゾスルフロン;40% 

[住友化学] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2～0.4mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作; (コウライシバ)チドメグサ類] 
・芝生育期，雑草発生初期 
・0.2mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作;(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス，

  ケンタッキーブルーグラス)一年生広葉雑草，
ヒメクグ]

・芝生育期，雑草発生初期(3葉期まで)
・0.1～0.2mL<200−300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・コケ類に対する効果の確認(ベントグラス) 
・多年生広葉雑草に対する効果の確認
　(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス) 
・発生前処理での効果，薬害の確認(ノシバ) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ，
　ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)
・実証試験での確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・萌芽期薬害の確認　(コウライシバ，ノシバ)
・高温期薬害の確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・緑化木への影響の確認

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BYF-1502 顆粒水和 
ホセチル:60% 

[バイエルクロップサイ
エンス] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの根の伸長および発根
促進 

実・継 実) 
[春夏作:(ベントグラス)根の伸長および発根促進] 
・芝生育期 
・1.0～1.25g<100−200mL>/㎡ 3回 
散布間隔は2週間を目安 

・茎葉兼土壌処理 

継) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 

2.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 

[石原産業 
*石原バイオサイエンス] 

日 本 芝
(コウラ
イシバ)

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作:(コウライシバ，ノシバ)チガヤの草丈伸
長抑制] 
・芝生育期，チガヤ生育期 
・0.1～0.15mL<100−200mL>/㎡  
・茎葉処理 

継) 
・刈込軽減効果の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・チガヤに対する草丈伸長抑制効果の確認 
 (バーミューダグラス) 

・チガヤ以外(スズメノヒエ類,ハルガヤ等)の多
年生イネ科雑草に対する効果の確認(コウライ
シバ，ノシバ)

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

日 本 芝
(ノシバ) 

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

日 本 芝
(ノシバ) 

スズメノヒエ類の草丈伸長抑制効果 

日 本 芝
(ノシバ) 

ハルガヤの草丈伸長抑制効果 

バミュー
ダグラス

多年生イネ科雑草(チガヤ)の草丈伸
長抑制効果 
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5 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.TH-913H4 フロアブル 
イマゾスルフロン;40% 

[住友化学] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2～0.4mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作; (コウライシバ)チドメグサ類] 
・芝生育期，雑草発生初期 
・0.2mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作;(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス，

  ケンタッキーブルーグラス)一年生広葉雑草，
ヒメクグ]

・芝生育期，雑草発生初期(3葉期まで)
・0.1～0.2mL<200−300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・コケ類に対する効果の確認(ベントグラス) 
・多年生広葉雑草に対する効果の確認
　(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス) 
・発生前処理での効果，薬害の確認(ノシバ) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ，
　ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)
・実証試験での確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・萌芽期薬害の確認　(コウライシバ，ノシバ)
・高温期薬害の確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・緑化木への影響の確認

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BYF-1502 顆粒水和 
ホセチル:60% 

[バイエルクロップサイ
エンス] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの根の伸長および発根
促進 

実・継 実) 
[春夏作:(ベントグラス)根の伸長および発根促進] 
・芝生育期 
・1.0～1.25g<100−200mL>/㎡ 3回 
散布間隔は2週間を目安 

・茎葉兼土壌処理 

継) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 

2.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 

[石原産業 
*石原バイオサイエンス] 

日 本 芝
(コウラ
イシバ)

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作:(コウライシバ，ノシバ)チガヤの草丈伸
長抑制] 
・芝生育期，チガヤ生育期 
・0.1～0.15mL<100−200mL>/㎡  
・茎葉処理 

継) 
・刈込軽減効果の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・チガヤに対する草丈伸長抑制効果の確認 
 (バーミューダグラス) 

・チガヤ以外(スズメノヒエ類,ハルガヤ等)の多
年生イネ科雑草に対する効果の確認(コウライ
シバ，ノシバ)

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

日 本 芝
(ノシバ) 

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

日 本 芝
(ノシバ) 

スズメノヒエ類の草丈伸長抑制効果 

日 本 芝
(ノシバ) 

ハルガヤの草丈伸長抑制効果 

バミュー
ダグラス

多年生イネ科雑草(チガヤ)の草丈伸
長抑制効果 

5 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.TH-913H4 フロアブル 
イマゾスルフロン;40% 

[住友化学] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2～0.4mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作; (コウライシバ)チドメグサ類] 
・芝生育期，雑草発生初期 
・0.2mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作;(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス，

  ケンタッキーブルーグラス)一年生広葉雑草，
ヒメクグ]

・芝生育期，雑草発生初期(3葉期まで)
・0.1～0.2mL<200−300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・コケ類に対する効果の確認(ベントグラス) 
・多年生広葉雑草に対する効果の確認
　(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス) 
・発生前処理での効果，薬害の確認(ノシバ) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ，
　ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)
・実証試験での確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・萌芽期薬害の確認　(コウライシバ，ノシバ)
・高温期薬害の確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・緑化木への影響の確認

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BYF-1502 顆粒水和 
ホセチル:60% 

[バイエルクロップサイ
エンス] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの根の伸長および発根
促進 

実・継 実) 
[春夏作:(ベントグラス)根の伸長および発根促進] 
・芝生育期 
・1.0～1.25g<100−200mL>/㎡ 3回 
散布間隔は2週間を目安 

・茎葉兼土壌処理 

継) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 

2.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 

[石原産業 
*石原バイオサイエンス] 

日 本 芝
(コウラ
イシバ)

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作:(コウライシバ，ノシバ)チガヤの草丈伸
長抑制] 
・芝生育期，チガヤ生育期 
・0.1～0.15mL<100−200mL>/㎡  
・茎葉処理 

継) 
・刈込軽減効果の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・チガヤに対する草丈伸長抑制効果の確認 
 (バーミューダグラス) 

・チガヤ以外(スズメノヒエ類,ハルガヤ等)の多
年生イネ科雑草に対する効果の確認(コウライ
シバ，ノシバ)

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

日 本 芝
(ノシバ) 

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

日 本 芝
(ノシバ) 

スズメノヒエ類の草丈伸長抑制効果 

日 本 芝
(ノシバ) 

ハルガヤの草丈伸長抑制効果 

バミュー
ダグラス

多年生イネ科雑草(チガヤ)の草丈伸
長抑制効果 

6 

C.展着剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.ミックスパワー展着剤 
ポリエキシエチレンアルキ
ルエーテル:40.0% 
ポリオキシエチレンアルキ
ルフェニルエーテル:40.0% 

[シンジェンタジャパン] 

ノシバ 展着剤(1000倍，2000倍，3000倍) - (展着剤) 

B. 生育調節剤

A. 除草剤

5 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.TH-913H4 フロアブル 
イマゾスルフロン;40% 

[住友化学] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2～0.4mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作; (コウライシバ)チドメグサ類] 
・芝生育期，雑草発生初期 
・0.2mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作;(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス，

  ケンタッキーブルーグラス)一年生広葉雑草，
ヒメクグ]

・芝生育期，雑草発生初期(3葉期まで)
・0.1～0.2mL<200−300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・コケ類に対する効果の確認(ベントグラス) 
・多年生広葉雑草に対する効果の確認
　(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス) 
・発生前処理での効果，薬害の確認(ノシバ) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ，
　ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)
・実証試験での確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・萌芽期薬害の確認　(コウライシバ，ノシバ)
・高温期薬害の確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・緑化木への影響の確認

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BYF-1502 顆粒水和 
ホセチル:60% 

[バイエルクロップサイ
エンス] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの根の伸長および発根
促進 

実・継 実) 
[春夏作:(ベントグラス)根の伸長および発根促進] 
・芝生育期 
・1.0～1.25g<100−200mL>/㎡ 3回 
散布間隔は2週間を目安 

・茎葉兼土壌処理 

継) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 

2.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 

[石原産業 
*石原バイオサイエンス] 

日 本 芝
(コウラ
イシバ)

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作:(コウライシバ，ノシバ)チガヤの草丈伸
長抑制] 
・芝生育期，チガヤ生育期 
・0.1～0.15mL<100−200mL>/㎡  
・茎葉処理 

継) 
・刈込軽減効果の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・チガヤに対する草丈伸長抑制効果の確認 
 (バーミューダグラス) 

・チガヤ以外(スズメノヒエ類,ハルガヤ等)の多
年生イネ科雑草に対する効果の確認(コウライ
シバ，ノシバ)

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

日 本 芝
(ノシバ) 

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

日 本 芝
(ノシバ) 

スズメノヒエ類の草丈伸長抑制効果 

日 本 芝
(ノシバ) 

ハルガヤの草丈伸長抑制効果 

バミュー
ダグラス

多年生イネ科雑草(チガヤ)の草丈伸
長抑制効果 

つづき

C. 展着剤

5 

A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.TH-913H4 フロアブル 
イマゾスルフロン;40% 

[住友化学] 

ベントグ
ラス 

コケ類発生初期 実・継 

(従来通
り) 

実)[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・芝生育期，雑草発生前 
・0.2～0.4mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作; (コウライシバ)チドメグサ類] 
・芝生育期，雑草発生初期 
・0.2mL<200−300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 

[春夏作;(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス，

  ケンタッキーブルーグラス)一年生広葉雑草，
ヒメクグ]

・芝生育期，雑草発生初期(3葉期まで)
・0.1～0.2mL<200−300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・コケ類に対する効果の確認(ベントグラス) 
・多年生広葉雑草に対する効果の確認
　(コウライシバ，ノシバ，ベントグラス) 
・発生前処理での効果，薬害の確認(ノシバ) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(コウライシバ，ノシバ，
　ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)
・実証試験での確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・萌芽期薬害の確認　(コウライシバ，ノシバ)
・高温期薬害の確認 (コウライシバ，ノシバ，
ベントグラス，ケンタッキーブルーグラス)

・緑化木への影響の確認

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BYF-1502 顆粒水和 
ホセチル:60% 

[バイエルクロップサイ
エンス] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの根の伸長および発根
促進 

実・継 実) 
[春夏作:(ベントグラス)根の伸長および発根促進] 
・芝生育期 
・1.0～1.25g<100−200mL>/㎡ 3回 
散布間隔は2週間を目安 

・茎葉兼土壌処理 

継) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 

2.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 

[石原産業 
*石原バイオサイエンス] 

日 本 芝
(コウラ
イシバ)

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

実・継 

(従来通
り) 

実) 
[春夏作:(コウライシバ，ノシバ)チガヤの草丈伸
長抑制] 
・芝生育期，チガヤ生育期 
・0.1～0.15mL<100−200mL>/㎡  
・茎葉処理 

継) 
・刈込軽減効果の確認(コウライシバ，ノシバ) 
・チガヤに対する草丈伸長抑制効果の確認 
 (バーミューダグラス) 

・チガヤ以外(スズメノヒエ類,ハルガヤ等)の多
年生イネ科雑草に対する効果の確認(コウライ
シバ，ノシバ)

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・連用薬害試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

日 本 芝
(ノシバ) 

草丈伸長抑制による刈り込み軽減効
果 

日 本 芝
(ノシバ) 

スズメノヒエ類の草丈伸長抑制効果 

日 本 芝
(ノシバ) 

ハルガヤの草丈伸長抑制効果 

バミュー
ダグラス

多年生イネ科雑草(チガヤ)の草丈伸
長抑制効果 
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